
剛
片
に
凸
顎
匝
鴎
Ｍ
Ｈ
熱
、
忠
Ｊ
国
ｊ
ｌ
Ｌ
ｎ
咽
９
町
。

、
唖

Ｉ
「
一
度
、
な
か
に
入
っ
て
み
た
い
な
」
と
、
毎
朝
、
犬

を
連
れ
て
ユ
ダ
ヤ
教
会
の
前
を
通
る
た
び
に
そ
う
思
っ
て

い
た
。
そ
の
願
い
が
、
と
う
と
う
叶
え
ら
れ
る
日
が
や
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。

猛
暑
の
夏
の
日
曜
日
の
昼
さ
が
り
、
教
会
で
、
私
た
ち

二
人
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ア
ナ
ブ
さ
ん
と
大
学

教
授
の
ベ
ン
ソ
ン
さ
ん
。

入
口
の
大
き
な
扉
を
開
け
入
っ
た
と
こ
ろ
は
広
い
講
堂
、

な
か
は
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
た
。
そ
の
隣
り
が
礼
拝
堂
で

あ
る
。
広
さ
は
、
畳
の
数
に
し
て
五
十
畳
く
ら
い
だ
ろ
う

か
。
気
の
せ
い
か
、
礼
拝
堂
に
入
る
と
心
が
静
ま
る
よ
う

だ
。
部
屋
正
面
の
中
央
が
祭
壇
一
で
、
そ
の
上
部
に
は
ヘ
ブ

ラ
イ
語
で
書
か
れ
た
モ
ー
ゼ
の
十
戒
の
額
が
か
か
っ
て
い

る
。
「
汝
、
盗
む
べ
か
ら
ず
」
「
汝
、
人
を
殺
す
べ
か
ら

ず
」
…
…
と
、
い
つ
か
、
学
校
で
習
っ
た
の
を
思
い
出
し

た
。
部
屋
の
ま
ん
中
あ
た
り
に
祈
祷
台
が
あ
る
。

礼
拝
堂
へ
入
る
と
き
は
、
男
性
は
必
ず
キ
ッ
パ
と
い
う

小
さ
な
帽
子
を
、
女
性
は
ベ
ー
ル
を
か
ぶ
る
。
ま
た
、
礼

拝
堂
で
は
、
男
女
の
席
は
違
え
て
あ
り
、
入
口
の
右
手
前

方
に
男
性
の
席
が
ず
ら
り
並
ん
で
い
る
。
女
性
は
反
対
側

左
手
前
で
、
男
性
の
席
と
は
か
な
り
離
れ
て
お
り
、
し
か

も
、
ま
わ
り
は
金
網
で
囲
っ
て
あ
る
。
「
ど
う
し
て
男
女

日
本
で
三
つ
の
ユ
ダ
ヤ
教
会

客
』

Ｉ

雲皇ジ

童
・
宮
査
皇
子

な
か
む
ら
と
し
の
ぶ

豊
。
宝
呈
延

キ
タ
ノ
は
小
路
が
お
も
し
ろ
い

、
１
Ⅲ
聯
剣
脇
棚
Ｗ
菰
叩

且

■
連
載
エ
ッ
セ
イ
〈
７
〉

写

別
々
な
の
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
「
雑
念
の
入
る
の
を

避
け
る
た
め
、
と
く
に
男
性
が
女
性
に
目
を
や
ら
な
い
よ

う
に
」
と
い
う
。
左
右
対
象
に
備
え
付
け
ら
れ
た
メ
ノ
ー

ラ
、
燭
台
が
実
に
美
し
い
像
を
な
す
。

戦
前
、
ユ
ダ
ヤ
教
会
は
、
山
本
通
り
（
今
よ
り
少
し
下

が
っ
た
と
こ
ろ
）
の
二
軒
の
家
が
教
会
の
役
目
を
つ
と
め

て
い
た
。
戦
後
、
そ
の
一
つ
が
今
の
教
会
の
位
置
に
移
さ

れ
、
も
う
一
つ
は
東
京
渋
谷
に
移
転
し
た
。
現
在
、
ユ
ダ

ヤ
教
会
は
、
日
本
に
は
こ
の
二
つ
が
あ
る
だ
け
。
そ
し
て
、

北
野
町
の
教
会
は
一
九
七
○
年
に
今
の
建
物
に
建
て
替
え

ら
れ
た
。
関
西
以
西
、
唯
一
の
ユ
ダ
ヤ
教
会
へ
は
、
祭
典

の
と
き
に
は
遠
方
か
ら
も
信
者
が
集
ま
っ
て
く
る
。

ふ
だ
ん
は
、
土
曜
日
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
日
（
シ
ャ
バ
ッ

ド
）
・
こ
の
日
に
向
け
、
金
曜
の
日
の
沈
む
頃
か
ら
祈
祷
を

始
め
、
土
曜
日
は
日
の
出
と
と
も
に
祈
り
を
始
め
る
（
教

会
で
は
九
時
）
・
日
本
の
正
月
に
あ
た
る
祭
典
は
八
月
’
九

月
、
月
暦
で
は
正
月
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
期
間
に

正
月
は
や
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
教
会
の
日
々
の
催
事
の

な
か
に
、
地
域
住
民
へ
の
奉
仕
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。

へ
プ
ラ
イ
語
教
室
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
屋
上

に
あ
る
小
さ
な
小
屋
で
開
か
れ
て
い
る
。
授
業
を
参
観
し

て
、
ユ
ダ
ヤ
教
会
の
見
学
を
終
え
た
。

み
や
も
と
と
よ
』
」

‐
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■

甲
『字

』蛤一Ｆ

Ｉ

：裟夢ﾆト

室三室

Ｌ

~ ～

黒

・
狸
裡
慰
ｅ
“
〃
ｕ
小
器
ら
“
ふ
く
埴
値
器
・
師

暮
得
仁
憎
尋
餐
傘
型
（
中
話
裡
暮
拙
函
ｅ
州
症
汁
）

野
騨
葬
ｅ
起
憾
型
（
仮
ｅ
副
）
封
綴
ｅ
起
卵
〃
舗
豆

ｚ
募
宣
辛
八
）
．
、
剛
。
記
ｇ
仙
静
半
熟
耐
〃
判

日竪Ｐ用目 狸

園￥

｛ lＬ三
口
ｚ
二

，
１

』
叩

詞

狸

一一=Ｉ ｅ
毛

唾

室三室

~ ～

β
■『

Ｉ
韓
：
！
″

…
霞
期

〃
〃
〃
″
。
藩
、
．
ｑ
１
．
〆

詞

Ｉ

/吟

ノ

！

β
■『

メ
㎡

昼
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ひょうご｢文化の船｣ " くい－んろつこう”
明石海峡大橋と関西新空港 ｡ 大阪湾ベイエリアをゆく

■＝塞唇

浮上して来た空港島
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胃＝Ｐ

､!』侭．
戸６

田
先
生
が
率
い
る
神
戸
オ
ペ
ラ
協
会
の
、

阪
神
間
の
声
楽
家
の
方
達
を
中
心
に
、

他
の
出
演
者
は
地
元
た
ん
ぱ
同
好
会
の

人
々
が
参
一
加
し
、
オ
ヶ
も
演
奏
し
、
全

幕
を
こ
な
さ
れ
た
の
に
は
、
び
っ
く
り

い
た
し
ま
し
て
…
。

こ
れ
も
田
園
交
響
ホ
ー
ル
を
作
っ
た

と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
、
い
い

効
果
だ
と
大
喜
び
し
た
の
で
す
。

私
が
、
青
谷
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、

田
園
交
響
ホ
ー
ル
ま
で
一
時
間
で
ゆ
け

る
。
終
っ
て
９
時
半
に
帰
宅
し
ま
し
た

の
で
、
兵
庫
県
も
文
化
を
楽
し
む
舞
台

を
広
く
し
た
ら
い
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

地
域
的
に
ジ
ャ
ン
ル
的
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
を
垣
根
を
は
ず
し
て
や
れ
ば
、

神
戸
と
丹
波
の
合
作
が
出
来
た
の
で
、

も
っ
と
色
ん
な
試
み
が
出
来
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
東
南
ア
ジ
ア

が
発
展
し
、
モ
ー
レ
ッ
な
勢
い
で
日
，
本

の
後
を
追
っ
か
け
て
く
る
。
三
年
‐
後
に

関
西
空
港
が
、
七
年
‐
後
に
明
石
大
橋
が

完
成
し
、
開
放
的
に
な
る
と
巨
大
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
な
る
と
、
世
界
の
』
標
的
に

な
る
訳
で
、
経
済
だ
け
、
技
術
だ
け
の

日
本
で
な
く
、
文
化
を
含
め
ト
ー
タ
ル

な
い
い
面
の
あ
る
日
本
を
判
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
や
っ
て
行
か
な
く
て
は
と
、

兵
庫
県
も
、
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設

立
を
素
人
な
が
ら
考
え
て
皿
世
紀
の
将

来
像
を
描
い
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

面
白
か
っ
た
の
は
、
知
事
が
バ
レ
エ

や
、
オ
ペ
ラ
な
ど
で
、
総
じ
て
男
性
随
唖

の
層
が
薄
い
し
育
た
な
い
が
、
毎
年
、
音

楽
学
校
の
卒
業
生
が
三
千
人
い
る
し
、

十
年
た
つ
と
三
万
人
。
と
な
れ
ば
、
地

域
に
も
っ
と
ホ
ー
ル
な
ど
を
作
っ
て
カ

ル
チ
ャ
ー
・
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
と

文
化
の
活
性
化
は
早
い
と
い
わ
れ
た
こ

と
だ
。ま

だ
、
神
戸
で
国
際
会
館
、
文
化
ホ

ー
ル
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
》
劇
場
の

詞二

髄
一学〕洲戸、

"

Ｉ

＝’五

湯浅頴子（手前）さん。（中央）クロードチアリさんらの顔も

注

毎弓

九
月
十
七
日
。

連
伽
休
明
け
の
昼
さ
が
り
、
台
風
一
過

の
中
突
提
は
、
ま
だ
波
が
高
い
。

淡
路
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
（
井
植
貞
雄

社
長
）
の
、
双
胴
高
速
ク
ル
ー
ザ
ー
”
く

い
’
ん
ろ
つ
こ
う
“
、
（
約
二
一
七
ト
ン
）

の
ス
マ
ー
ト
な
船
体
が
見
え
る
。

ひ
ょ
う
ご
「
文
化
の
船
」
は
、
兵
庫

福
県
の
．
文
化
人
懇
話
会
（
百
人
）
が
四
年

目
を
迎
え
、
今
回
は
、
工
事
中
の
明
石

大
橋
、
関
西
新
空
港
、
大
阪
湾
ベ
ィ
エ

リ
ア
の
開
発
を
一
望
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー

コ
ー
ス
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
し
、
貝
原
俊

民
兵
庫
県
知
事
を
囲
ん
で
の
ト
ー
ク
を

と
い
う
邪
枠
な
企
画
に
、
七
，
十
人
の
メ
ン

バ
ー
が
恥
参
加
し
た
。

午
後
一
時
三
卜
分
。
全
長
三
一
一
一
・
二

ｍ
の
く
い
’
ん
ろ
つ
こ
う
（
船
長
・
宗

和
敏
男
）
は
神
戸
港
を
ス
タ
ー
ト
。
最

大
速
力
約
三
十
ノ
ッ
ト
（
五
五
ｍ
）
、
航

海
時
二
五
ノ
ッ
ト
（
四
六
町
）
。
ほ
ぼ
、

四
十
ｍ
の
速
力
で
、
ピ
ュ
ァ
ホ
ワ
ィ
ト

の
ク
ル
ー
ザ
ー
が
走
り
始
め
た
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ブ
ル
ー
グ
レ
エ
の

ソ
フ
ァ
（
五
二
席
）
の
あ
る
一
一
階
ラ
ウ

ン
ジ
で
川
重
や
三
菱
の
造
船
所
を
眺
め

な
が
ら
い
よ
い
よ
瀬
戸
内
海
の
大
パ
ノ

ラ
マ
が
展
が
っ
て
ゆ
く
。

司
会
役
の
渡
辺
純
子
さ
ん
が
、
「
世
界

に
誇
る
神
戸
港
内
か
ら
瀬
戸
内
海
を
ご

覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
し
ば
し
の
ご
歓

談
を
…
」
と
ソ
フ
ト
な
案
‐
内
役
。

さ
っ
そ
く
貝
原
知
事
の
文
化
雑
談
が

始
ま
っ
た
。

「
リ
ゾ
ー
ト
時
代
を
迎
え
、
今
日
は
、

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
ゆ
っ
た
り
エ
レ
ガ
ン

ス
に
虹
世
紀
へ
思
い
を
馳
せ
よ
う
と
い

う
趣
好
で
す
。

先
々
週
、
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
が
始
ま

り
ま
し
て
、
丹
波
篠
山
城
に
あ
り
ま
す

田
園
交
響
ホ
ー
ル
ヘ
、
ウ
ィ
ー
ン
喜
歌

劇
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
〃
こ
う
も
り
〃
を
観

劇
し
ま
し
た
が
、
今
日
も
ご
参
加
の
梅

′ｈに坐
右は小林武雄・貝原知事さんら

＝ ｗ〃手Ｆ

理ｊ！１$．'｜
葱１，
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一
画〔

ず

＝ 卸

ｨ重爆 ’

讃為
一

剣適
嗣
１
ぷ
Ｌ
鍵
‐
鏡

喫
鰯律眉琵

ｑ

雷苧 コミニ
､ ‐

■

Ｊ

さ

拝

膿
『

〆

､狸２．Ｊ・

塵ダ園
）
】

ｈ

貝原知事を囲んで船上で和気あいあいと きもの姿の露乃五郎師匠ら文化人で乾杯

の
も
一
見
の
価
値
充
分
で
あ
る
。

一
階
の
お
し
ゃ
れ
な
ラ
ウ
ン
ジ
で
、

一
息
を
つ
く
パ
ー
テ
ィ
。
米
花
稔
先
生

（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・
福
山
大
教
授
）

が
乾
杯
の
音
頭
を
。
新
鮮
な
淡
路
の
魚

料
理
が
何
よ
り
美
味
し
い
。
く
い
ｉ
ん

ろ
っ
こ
う
は
、
関
西
国
際
空
港
を
め
ざ

し
て
、
大
阪
湾
を
走
る
。

関
西
国
際
空
港
（
株
）
常
務
取
締
役

の
平
井
勤
治
氏
の
解
説
は
、
泉
州
沖
に

姿
を
見
せ
た
海
上
空
港
（
面
積
五
一
一

地
・
長
さ
三
五
○
○
叩
巾
六
十
ｍ
滑
走

路
一
本
・
年
間
離
着
陸
回
数
約
十
六
万

回
）
が
、
平
成
六
年
に
は
完
成
と
あ
っ

て
力
強
い
。
本
来
な
ら
ば
、
神
戸
沖
空

港
が
国
際
空
港
と
し
て
も
っ
と
早
く
完

成
し
て
い
た
だ
ろ
う
に
と
感
概
深
い
。

「
空
港
造
成
の
た
め
に
、
淡
路
島
か
ら

も
土
砂
を
運
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
兵

庫
県
さ
ん
に
も
大
変
ご
協
力
願
っ
て
い

ま
す
」空港

島
と
「
り
ん
く
タ
ウ
ン
」
を
結

ぶ
連
絡
橋
（
三
・
七
五
姉
Ｊ
Ｒ
西
日
本

・
南
海
電
車
乗
入
れ
・
往
復
六
車
線
で

八
十
キ
ロ
走
行
出
来
る
道
路
付
）
を
く

ぐ
っ
て
、
空
港
へ
の
海
上
ア
ク
セ
ス

（
神
戸
か
ら
三
十
分
．
三
十
キ
ロ
）
の
港
を

眺
め
な
が
ら
、
橋
と
空
港
が
及
ぼ
す
経

済
効
果
の
拡
大
と
、
失
っ
て
行
く
自
然

の
た
た
づ
ま
い
に
、
大
プ
ロ
ジ
ュ
ク
ト

に
は
、
き
っ
ち
り
と
し
た
文
化
予
算
を

五
％
ぐ
ら
い
は
立
て
て
、
瀬
戸
内
海
と
、

大
阪
湾
の
自
然
環
境
を
考
え
る
環
境
文

化
セ
ン
タ
ー
を
、
淡
路
か
神
戸
あ
た
り

に
創
っ
て
調
和
を
と
っ
て
行
く
こ
と
も

大
切
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
最
後
の

迫
力
は
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
マ
Ｉ
卜
や
住
宅
群
の
凄
さ
。
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
の
辺
り
に
し
た

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
多
い
ひ
ょ
う

ご
「
文
化
の
船
」
で
あ
っ
た
。

（
小
泉
美
喜
子
）

み
と
い
う
少
な
さ
。
ま
ず
県
庁
界
隈
の

県
民
会
館
あ
た
り
に
文
化
会
館
の
拠
点

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
あ
と
い

う
の
が
私
の
実
感
で
あ
る
。
そ
れ
に
兵

庫
芸
大
な
ど
が
出
来
れ
ば
な
お
嬉
し
い

の
だ
け
れ
ど
…
。

ひ
ょ
う
ご
里
又
化
の
船
」
は
そ
の
門

出
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

☆
二
十
一
世
紀
に
架
け
る
橋
と
空
港

船
は
、
世
界
一
の
長
大
吊
橋
〃
明
石

海
峡
大
橋
″
（
橋
長
三
九
一
○
ｍ
・
中
央

支
間
長
一
九
九
○
ｍ
）
の
、
舞
子
（
神

戸
側
）
と
松
帆
（
淡
路
側
）
を
望
む
架

橋
地
点
へ
・

今
、
工
期
十
年
の
工
程
を
、
三
年
四

ヵ
月
を
経
て
、
一
九
九
八
年
の
完
成
ま

で
、
基
礎
工
事
の
三
分
の
一
が
終
っ
た

と
こ
ろ
。
本
四
架
橋
公
団
の
森
本
孝
哉

第
一
建
設
局
長
の
説
明
に
よ
る
と
、

「
用
地
買
収
が
四
十
％
な
の
で
、
一
九

九
九
年
の
平
成
十
年
完
成
と
、
一
年
遅

れ
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
出
来
上
が
れ

ば
英
国
の
ハ
ン
バ
ー
橋
よ
り
五
八
○
ｍ

長
く
世
界
一
の
吊
橋
で
す
。

明
石
海
峡
は
、
最
大
水
深
一
一
○
ｍ
・

最
大
潮
流
速
、
毎
秒
四
・
五
ｍ
。
今
、

タ
ワ
ー

日
本
の
主
塔
を
、
神
戸
層
と
明
石
層
の

支
持
地
盤
に
（
三
○
○
ｍ
の
高
さ
五
万

ト
ン
）
つ
く
り
、
松
帆
と
舞
子
の
設
置

地
点
に
ア
ン
ヵ
レ
イ
ジ
の
基
礎
を
埋
立

て
て
築
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

全
体
的
に
は
、
風
と
地
震
の
心
配
で

一
○
○
ｍ
の
風
と
、
八
・
五
ク
ラ
ス
の

激
震
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
吊
橋
に
と

基
礎
づ
く
り
の
技
術
は
、
他
に
類
を
見

な
い
規
模
で
す
」

本
州
四
国
連
絡
道
路
と
し
て
「
神
戸

ｌ
鳴
門
ル
Ｉ
ト
」
が
、
こ
の
明
石
架
橋

に
よ
っ
て
始
め
て
完
成
す
る
。

「
今
日
は
勉
強
に
な
り
ま
す
な
あ
」

と
甲
南
女
子
大
の
鯵
坂
学
長
。
い
や
、

ま
っ
た
く
、
物
づ
く
り
の
工
程
を
観
る

”Ｆ１
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プラトン美術館（イタリア館）
神戸市中央区北野町1 丁目５－１６垂2 7 1 - 3 3 4 6

灘’
１

熱磯
,[

明治館・■

里

１
口

ご
邑
牟

慌
蝉
消
騨
一

斜《

辛
く
一

辛
く
一

《
彰
一■|…鯖.I・ホワイト

ハウス

P I A T O N
D E C O R A T I V E A R T S M U S E U M

ITALIANHOUSE）
ｊｉ嬢息‘Ｚ:鳥"毎＄弘

可

一
一

●
洋
館
長
屋

●
英
国
館
一

鶏
●

見
館
風
の

0

北
野
垢

‐ ●六甲荘

文
化
の
宝
庫

イ
タ
リ
ア
か
ら
、

日
本
で
初
め
て
の

″
装
飾
美
術
館
″

欧
米
に
数
多
く
公
開
さ
れ
て
い
る
、

デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
ー
ッ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ァ
ム
「
装
飾
美
術
館
」
。
貴
族
の
館
や

城
が
所
有
す
る
館
、
特
に
私
邸
を
開

放
す
る
こ
れ
ら
の
美
術
館
は
日
常
生

活
を
よ
り
良
く
過
ご
す
た
め
の
広
範

囲
か
ら
の
収
集
品
が
揃
っ
て
い
て
、

今
、
新
た
に
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
プ

ラ
ト
ン
装
飾
美
術
館
は
、
Ⅱ
本
初
の

装
飾
美
術
館
。
家
具
、
調
度
品
は
も

ち
ろ
ん
、
絵
画
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
か

ら
ド
ア
の
把
手
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
班
世
紀
か
ら
四
世
紀
に
至
る
ア
ン

テ
ィ
ッ
ク
の
逸
品
の
数
々
を
集
め
ま

し
た
。
イ
タ
リ
ア
人
彫
刻
家
ビ
ク
タ

ー
・
エ
モ
ー
ヌ
の
作
品
が
納
め
ら
れ

て
い
る
食
堂
や
ミ
レ
ー
、
コ
ロ
ー
な

ど
巨
匠
の
絵
画
は
必
見
で
す
。

洗
練
さ
れ
た
賛
沢
な
装
飾
品
の
数

数
は
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

正
視
す
る
現
代
生
活
に
も
通
じ
る
も

の
が
あ
り
、
優
雅
な
そ
の
生
活
様
式

に
は
、
た
め
息
の
連
続
で
す
。

★
９
時
〜
Ⅳ
時
（
土
日
祝
は
Ⅳ
時
賜

分
ま
で
）
大
人
９
０
０
円
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サックリとした歯ざわり。
はちみつを使って､ 香ばしく焼き上げたパイ。
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